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【
県 

連 

枞
】 

 

・
青
森
・
下
北
ふ
る
さ
と
の
会 

（
横
浜
町
） 

・
四
季
菜
に
ん
に
く
㈱ 

 
 
 

（
三
戸
町
） 

・
㈱
中
村
醸
造
元 

 
 
 
 
 

（
藤
崎
町
） 

・
大
間
町
商
工
会 

 
 
 
 
 

（
大
間
町
） 

・
深
浦
町
商
工
会 

 
 
 
 
 

（
深
浦
町
） 

・
田
舎
館
村
商
工
会 

 
 
 
 

（
田
舎
館
村
） 

・
田
子
町
商
工
会 

 
 
 
 
 

（
田
子
町
） 

・
青
森
県
商
工
会
連
合
会 

【
お
や
つ
コ
ー
ナ
ー
枞
】 

 

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
な
ぎ
元
気
倶
楽
部 

（
五
所
川
原
市
金
木
） 

 
 

ラ
ン
キ
ン
グ
出
展
商
品
（
馬
ま
ん
） 

【
一 

般 

枞
】 

 

・
つ
が
る
漆
ス
ピ
リ
ッ
ト 

 
 
 
 
 

（
弘
前
市
） 

・
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
Ｔ 

カ
ル
ネ 

 

（
青
森
市
） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
成
二
十
二
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
に
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

旧
年
中
は
、
商
工
会
並
び
に
本
連
合
会
の
事
業
推
進
に
際
し
ま
し
て
、
会
員
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
か

ら
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
、
海
外
経
済
の
減
速
に
よ
る
輸
出
減
に
急
激
な
円
高
が
追
い
打
ち
を
か
け
、
と
り
わ
け
、

県
内
の
中
・
小
規
模
事
業
者
は
先
行
き
に
つ
い
て
不
透
明
感
を
強
め
、 

特
に
、
私
ど
も
商
工
会
地
域
に
お
い
て
は
、

小
規
模
事
業
者
の
廃
業
が
進
む
状
況
に
あ
り
、
会
員
の
脱
会
、
組
織
率
の
低
下
は
、
地
域
経
済
に
と
っ
て
は
看
過
で
き

な
い
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
県
内
商
工
会
は
、
中
、
小
規
模
企
業
の
発
展
の
た
め
、
半
世
紀
も
の
間
、
経
営
改
善
普
及
事

業
な
ど
支
援
事
業
の
実
績
を
積
み
重
ね
、
昨
年
十
月
二
十
九
日
、
ホ
テ
ル
青
森
に
お
い
て
商
工
会
法
施
行
５
０
周
年

記
念
式
典
青
森
県
大
会
を
挙
行
致
し
、
青
森
県
内
四
十
三
商
工
会
、
一
万
三
千
名
余
り
の
商
工
会
員
並
び
に
青
年
部

員
・
女
性
部
員
の
英
知
と
総
力
を
結
集
し
、「
す
べ
て
は
会
員
の
た
め
に
」
の
商
工
会
法
立
法
時
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

地
域
が
当
面
す
る
重
要
課
題
の
解
決
に
向
け
た
決
意
を
誓
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
十
二
月
四
日
、
盛
岡

以
北
の
基
本
計
画
決
定
か
ら
三
十
八
年
、
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
は
、
本
県
の
地
域
経
済
、
観
光
、
産
業
、
雇
用
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
の
出
来
る
契
機
と
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

今
後
、
商
工
会
が
、
地
域
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
現
在
、
商
工
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
様
々
な
取
組
を
実

ら
せ
、
中
・
小
規
模
企
業
の
支
援
機
関
と
し
て
地
域
密
着
型
の
き
め
の
細
か
い
経
営
支
援
を
従
前
に
も
増
し
て
徹
底

し
、「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
商
工
会
」
と
し
て
、
新
た
な
時
代
に
向
け
て
、
会
員
や
地
域
の
方
々
か
ら
今
ま
で
以
上

に
支
持
さ
れ
る
組
織
づ
く
り
を
目
指
し
全
組
織
挙
げ
て
、
今
ま
で
以
上
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

関
係
各
位
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
、
商
工
会
会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
が
明
る
く
輝
く
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

衷
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

 

 

商工会法施行 50 周年 

商工会は 

行きます 

聞きます 

提案します 

 

 

 

 

 

全国統一キャッチフレーズ ～商工会は 行きます 聞きます 提案します～ 
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全
国
商
工
会
連
合
会
主
催
の
「
地
域
力
宣
言

二
〇
一
一
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
」
が
、
十
一

月
二
十
五
日
（
金
）
か
ら
二
七
日
（
日
）
の
三

日
間
、
東
京
・
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
に

お
い
て
「
ふ
る
さ
と
の
夢
交
流
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

全
国
三
百
八
十
二
の
事
業
者
が
出
展
し
、
期

間
中
約
十
四
万
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。 

 

「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
」開
催 

青
森
県
ブ
ー
ス
大
盛
況 

 

こ
の
全
国
物
産
展
は
、
地
域
産
品
販
路
開

拓
支
援
基
金
事
業
「
地
域
力
宣
言
二
〇
一
一
」

の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
、
首
都
圏
等
へ
の

商
品
販
路
開
拓
機
会
や
産
業
お
こ
し
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

会
場
に
は
全
国
の
地
域
資
源
な
ど
を
活
用

し
て
開
発
さ
れ
た
特
産
品
を
中
心
に
、
各
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
産
品
が
一
堂
に
集
合

し
、
Ｐ
Ｒ
や
関
係
者
と
の
情
報
交
換
の
場
と

し
て
も
積
極
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

本
会
か
ら
は
、
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
や
農
商
工
連
携
等
を
通
じ
て
開
発
さ
れ

た
商
品
を
中
心
に
県
連
を
含
め
た
九
事
業
所

が
出
展
し
、
多
く
の
来
場
者
か
ら
好
評
を
得

て
お
り
ま
し
た
。 

又
、
昨
年
度
好
評
を
得
た
「
全
国
ご
当
地

お
や
つ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
が
今
年
度
も
行
わ
れ
、

四
七
都
道
府
県
の
各
事
業
者
が
持
ち
寄
っ
た

地
元
の
自
慢
の
お
や
つ
が
披
露
さ
れ
来
場
者

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。 

青
森
県
か
ら
出
展
し
た
事
業
所
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。 

 

  

決め手君と一緒に 

金木の馬まんを全国へＰＲ！ 
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全
国
大
会
へ
参
加
し
た
皆
様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れた皆様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

去
る
十
一
月
二
十
四
日
、
第
五
十
一
回
商
工

会
全
国
大
会
が
全
国
か
ら
約
三
千
名
の
商
工

会
関
係
者
出
席
の
も
と
、
東
京
・
渋
谷
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
は
各
商
工

会
長
等
三
十
八
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

式
典
で
は
ま
ず
全
国
連
・
石
澤
義
文
会
長
挨

拶
の
後
、
枝
野
幸
男
経
済
産
業
大
臣
挨
拶
に
続

き
、
川
瀬
重
雄
大
会
副
会
長
よ
り
意
見
表
明
・

大
会
決
議
が
説
明
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰 

 

役
員
功
労
者 

野
村
甚
左
衛
門

（
外
ヶ
浜
町
） 

木
浪 

和
英
（
外
ヶ
浜
町
） 

佐
藤 

友
丈
（
外
ヶ
浜
町
） 

中
川 

勝
年
（
外
ヶ
浜
町
） 

田
中 

文
治
（
外
ヶ
浜
町
） 

金
澤 

清
人
（
外
ヶ
浜
町
） 

新
岡 

 

忍
（
つ
が
る
市
） 

石
村 

修
一
（
深

浦

町
） 

山
下 

鉄
美
（
深

浦

町
） 

相
馬 

真
司
（
深

浦

町
） 

小
山 

紀
昭
（
岩

木

町
） 

大
高 

信
一
（
岩

木

町
） 

前
田 

一
郎
（
岩

木

町
） 

喜
多
山
敏
宏
（
岩

木

町
） 

鎌
田 

兼
視
（
藤

崎

町
） 

古
川 

文
光
（
藤

崎

町
） 

岩
崎 

光
男
（
藤

崎

町
） 

菊
池 

義
人
（
藤

崎

町
） 

佐
藤 

政
文
（
藤

崎

町
） 

永
澤 

俊
之
（
藤

崎

町
） 

須
藤 

伸
行
（
藤

崎

町
） 

石
澤 

久
雄
（
藤

崎

町
） 

葛
西 

 

諭
（
藤

崎

町
） 

三
浦 

彰
治
（
藤

崎

町
） 

三
浦 

 

茂
（
藤

崎

町
） 

山
中
石
太
郎
（
金 

 

木
） 

今 

清
比
古
（
金 

 

木
） 

白
川 

武
三
（
金 

 

木
） 

秋
元 

洋
子
（
金 

 

木
） 

大
橋 

圭
造
（
金 

 

木
） 

山
中 

政
広
（
金 

 

木
） 

長
内 

孝
臣
（
金 

 

木
） 

荒
関 

昌
毅
（
金 

 

木
） 

白
川 

武
則
（
金 

 

木
） 

白
川 

隆
行
（
金 

 

木
） 

木
村 

 

博
（
市 

 

浦
） 

成
田 

英
治
（
市 

 

浦
） 

秋
田
谷
完
一
（
市 

 

浦
） 

三
和 

博
明
（
市 

 

浦
） 

小
林 

博
信
（
三

沢

市
） 

溝
口 

政
則
（
三

沢

市
） 

佐
々
木
伸
芳
（
三

沢

市
） 

 

昆 
 

信
嗣
（
三

沢

市
） 

中
屋
敶
義
美
（
三

沢

市
） 

野
川 

 

剛
（
三

沢

市
） 

 

和
久 

陸
夫
（
三

沢

市
） 

 

熊
野 

 

稔
（
三

沢

市
） 

 

仲
條 

と
き
（
三

沢

市
） 

苫
米
地 

強
（
三

沢

市
） 

鈴
木 

 

篤
（
風
間
浦
村
） 

川
嶋 

新
吉
（
風
間
浦
村
） 

二
本
栁
雄
作
（
東

通

村
） 

川
村 

敏
博
（
東

通

村
） 

江
刺
家
盛
雄
（
東

通

村
） 

北
田 

 

浩
（
東

通

村
） 

三
浦
美
枝
子
（
東

通

村
） 

梅
津 

春
男
（
三

戸

町
） 

西
村 

幸
吉
（
三

戸

町
） 

石
亀 

和
郎
（
三

戸

町
） 

藤
村 

立
夫
（
三

戸

町
） 

金
澤 

孝
吉
（
五

戸

町
） 

高
橋 

 

敏
（
五

戸

町
） 

角
浜 

公
一
（
五

戸

町
） 

菊
池 

隆
造
（
五

戸

町
） 

三
浦 

雅
一
（
五

戸

町
） 

木
村 

晃
子
（
五

戸

町
） 

小
島
喜
久
男
（
田

子

町
） 

沢
森 

 

正
（
田

子

町
） 

石
亀 

碩
良
（
田

子

町
） 

千
葉
健
一
郎
（
田

子

町
） 

山
沢 

 

修
（
田

子

町
） 

角
金 

洋
一
（
南 

 

郷
） 

坂
本 

 

亨
（
南 

 

郷
） 

澤
井 

勝
吉
（
南 

 

郷
） 

植
村 

和
子
（
南 

 

郷
） 

 優
良
青
年
部
・
女
性
部 

市
浦
商
工
会
女
性
部 

 青
年
部
女
性
部
功
労
者 

北
野 

泰
史
（
佐

井

村
） 

橋
本 

礼
子
（
田

子

町
） 

佐
藤 

成
子
（
平

川

市
） 

 優
良
常
勤
役
職
員 

清
水 

春
明
（
県 

 

連
） 

 

大
会
決
議 

Ⅰ

．
東
日
本
大
震
災
被
災
地
に
対
す
る 

継
続
的
な
支
援
の
実
施 

Ⅱ

．
地
方
に
活
力
を
与
え
る
景
気
対
策
の
実
施 

Ⅲ

．
中
小
・
小
規
模
企
業
対
策
の
拡
充
及
び 

支
援
体
制
の
強
化 

Ⅳ

．
ま
ち
づ
く
り
の
支
援
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

維
持
活
動
の
強
化 

Ⅴ

．
新
た
な
五
十
年
に
向
け
た
商
工
会
組
織
力 

の
強
化 

そ
の
後
、
経
営
改
善
普
及
事
業
功
労
者
表
彰
、

感
謝
状
贈
呈
が
あ
り
、
最
後
に
各
政
党
代
表
者

に
よ
る
祝
辞
が
あ
り
終
了
し
ま
し
た
。 

 

全
国
大
会
の
風
景 
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平成23年度専門分野講習会【事業継続計画（BCP）策定セミナー】開催 !! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 6日（木）三沢市会場の様子         10月 7日（金）つがる市会場の様子 

商工会法施行 50 周年 

商工会は 

行きます 

聞きます 

提案します 

 

三
月
十
一
日
発
生
の
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

か
ら
、
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
策
定
の
重

要
性
と
実
際
に
役
立
つ
計
画
に
具
え
る
べ
き
内

容
に
つ
い
て
、
【
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

策
定
セ
ミ
ナ
ー
】
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
講
習
会
事
業
は
共
通
の
テ
ー
マ

で
、
中
小
小
規
模
企
業
の
事
業
継
続
能
力
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
県
内
二
ヶ
所
で
行
い

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

講
師
は
中
小
企
業
診
断
士
の
平
野
喜
久
氏
。

十
月
六
日
（
木
）
午
後
六
時
～
三
沢
市
公
会
堂

（
東
部
地
域
）
、
翌
日
十
月
七
日
（
金
）
午
後

二
時
～
つ
が
る
市
商
工
会
館
（
西
部
地
域
）
に

於
い
て
開
催
し
、
合
せ
て
四
十
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

出
席
者
に
関
し
て
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て

お
く
こ
と
に
よ
っ
て
災
害
時
の
事
業
中
断
の
リ

ス
ク
・
取
引
先
選
別
の
リ
ス
ク
を
回
避
で
き
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。  

 

今
後
、
企
業
の
実
情
に
合
わ
せ
個
別
に
対
応

す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
等
を
併
用
し
参
加

企
業
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
充
実
す
る
こ
と

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

社
会
の
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
国
や
公
共
、
民
間
の

た
め
に
永
年
尽
く
さ
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ
る
平
成
二

十
三
年
秋
の
变
勲
・
褒
章
受
章
者
が
政
府
か
ら
発
表
さ

れ
、
県
内
か
ら
は
六
十
四
名
が
受
章
し
ま
し
た
。
県
内

商
工
会
関
係
者
で
は
、
三
名
が
受
章
し
ま
し
た
。 

 

旭
日
双
光
章
に
は
、
三
沢
市
商
工
会
理
事
の
和
久
陸

夫
さ
ん
は
自
動
車
整
備
事
業
振
興
功
労
と
し
て
、
同
じ

く
旭
日
双
光
章
に
は
、
風
間
浦
村
商
工
会
会
員
の
家
政

勝
政
さ
ん
が
地
方
自
治
功
労
と
し
て
受
章
し
ま
し
た
。 

 

旭
日
単
光
章
に
は
、
横
浜
町
商
工
会
会
員
の
菊
池
武

己
さ
ん
が
選
挙
管
理
事
務
功
労
と
し
て
受
章
し
ま
し

た
。 

 

受
章
し
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
更
な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

秋
の
叙
勲
・褒
章 

受
章
者
決
ま
る 
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平
成
二
十
二
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
に
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

旧
年
中
は
、
商
工
会
並
び
に
本
連
合
会
の
事
業
推
進
に
際
し
ま
し
て
、
会
員
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
か

ら
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
、
海
外
経
済
の
減
速
に
よ
る
輸
出
減
に
急
激
な
円
高
が
追
い
打
ち
を
か
け
、
と
り
わ
け
、

県
内
の
中
・
小
規
模
事
業
者
は
先
行
き
に
つ
い
て
不
透
明
感
を
強
め
、 

特
に
、
私
ど
も
商
工
会
地
域
に
お
い
て
は
、

小
規
模
事
業
者
の
廃
業
が
進
む
状
況
に
あ
り
、
会
員
の
脱
会
、
組
織
率
の
低
下
は
、
地
域
経
済
に
と
っ
て
は
看
過
で
き

な
い
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
県
内
商
工
会
は
、
中
、
小
規
模
企
業
の
発
展
の
た
め
、
半
世
紀
も
の
間
、
経
営
改
善
普
及
事

業
な
ど
支
援
事
業
の
実
績
を
積
み
重
ね
、
昨
年
十
月
二
十
九
日
、
ホ
テ
ル
青
森
に
お
い
て
商
工
会
法
施
行
５
０
周
年

記
念
式
典
青
森
県
大
会
を
挙
行
致
し
、
青
森
県
内
四
十
三
商
工
会
、
一
万
三
千
名
余
り
の
商
工
会
員
並
び
に
青
年
部

員
・
女
性
部
員
の
英
知
と
総
力
を
結
集
し
、「
す
べ
て
は
会
員
の
た
め
に
」
の
商
工
会
法
立
法
時
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

地
域
が
当
面
す
る
重
要
課
題
の
解
決
に
向
け
た
決
意
を
誓
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
十
二
月
四
日
、
盛
岡

以
北
の
基
本
計
画
決
定
か
ら
三
十
八
年
、
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
は
、
本
県
の
地
域
経
済
、
観
光
、
産
業
、
雇
用
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
の
出
来
る
契
機
と
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

今
後
、
商
工
会
が
、
地
域
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
現
在
、
商
工
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
様
々
な
取
組
を
実

ら
せ
、
中
・
小
規
模
企
業
の
支
援
機
関
と
し
て
地
域
密
着
型
の
き
め
の
細
か
い
経
営
支
援
を
従
前
に
も
増
し
て
徹
底

し
、「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
商
工
会
」
と
し
て
、
新
た
な
時
代
に
向
け
て
、
会
員
や
地
域
の
方
々
か
ら
今
ま
で
以
上

に
支
持
さ
れ
る
組
織
づ
く
り
を
目
指
し
全
組
織
挙
げ
て
、
今
ま
で
以
上
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

関
係
各
位
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
、
商
工
会
会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
が
明
る
く
輝
く
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

衷
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

 

 

商工会法施行 50 周年 

商工会は 

行きます 

聞きます 

提案します 

第
十
八
回
東
北
六
県
・北
海
道
商
工
会
青
年
部
員

交
流
研
修
会 

主
張
発
表 

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

地
元
地
域
の
発
展
と
子
供
達
の
未
来
に
つ
い
て
熱
弁
を

ふ
る
う
苅
谷
裕
悦
君 

東
北
六
県
・
北
海
道
青
連
連
絡
協
議
会

長
よ
り
、
優
良
賞
を
授
与 

芸能人であり、会社経営者でもあるゆうたろう
氏。被災支援活動や自身の経営体験などを講演 

研修参加者全員で苅谷君を応援 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
五
日

（
火
）、
山
形
県
山
形
市
「
山
形
国
際

ホ
テ
ル
」
で
開
催
さ
れ
た
東
北
六

県
・
北
海
道
商
工
会
青
年
部
員
交
流

研
修
会
並
び
に
主
張
発
表
東
北
・
北

海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
お
い
て
、
青

森
県
代
表
の
苅
谷
裕
悦
君
（
大
畑
町 

商
工
会
青
年
部
長
）
が

「
地
域
の
発
展
、
そ
し
て

未
来
あ
る
子
供
達
の
為

に
」
と
題
し
、
自
身
の
青

年
部
活
動
か
ら
感
じ
た

思
い
を
発
表
し
ま
し
た
。 

 

結
果
は
惜
し
く
も
優

良
賞
と
な
り
念
願
の
全

国
大
会
出
場
は
果
た
せ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
畑

町
の
未
来
発
展
へ
の
強

い
思
い
は
伝
わ
り
ま
し

た
。
尚
、
最
優
秀
賞
に
は

宮
城
県
代
表
の
佐
々
木

智
徳
君
が
選
ば
れ
ま
し

た
。 

 

今
回
の
研
修
に
は
総

勢
二
百
八
十
八
名
、
青
森

県
か
ら
は
十
九
名
が
参

加
し
、
苅
谷
君
の
応
援
を

し
な
が
ら
他
県
の
主
張

発
表
者
の
発
表
や
、
ゆ
う

た
ろ
う
氏
の
講
演
を
熱

心
に
聴
講
し
て
い
ま
し

た
。 

 

研
修
終
了
後
は
、
同
ホ

テ
ル
に
お
い
て
交
流
会

が
行
わ
れ
、
山
形
県
の
郷

土
芸
能
が
披
露
さ
れ
る

な
ど
会
場
は
大
い
に
賑

わ
い
、
他
県
の
青
年
部
員

と
の
交
流
を
深
め
ま
し

た
。 
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平
成
二
十
二
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
に
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

旧
年
中
は
、
商
工
会
並
び
に
本
連
合
会
の
事
業
推
進
に
際
し
ま
し
て
、
会
員
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
か

ら
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
、
海
外
経
済
の
減
速
に
よ
る
輸
出
減
に
急
激
な
円
高
が
追
い
打
ち
を
か
け
、
と
り
わ
け
、

県
内
の
中
・
小
規
模
事
業
者
は
先
行
き
に
つ
い
て
不
透
明
感
を
強
め
、 

特
に
、
私
ど
も
商
工
会
地
域
に
お
い
て
は
、

小
規
模
事
業
者
の
廃
業
が
進
む
状
況
に
あ
り
、
会
員
の
脱
会
、
組
織
率
の
低
下
は
、
地
域
経
済
に
と
っ
て
は
看
過
で
き

な
い
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
県
内
商
工
会
は
、
中
、
小
規
模
企
業
の
発
展
の
た
め
、
半
世
紀
も
の
間
、
経
営
改
善
普
及
事

業
な
ど
支
援
事
業
の
実
績
を
積
み
重
ね
、
昨
年
十
月
二
十
九
日
、
ホ
テ
ル
青
森
に
お
い
て
商
工
会
法
施
行
５
０
周
年

記
念
式
典
青
森
県
大
会
を
挙
行
致
し
、
青
森
県
内
四
十
三
商
工
会
、
一
万
三
千
名
余
り
の
商
工
会
員
並
び
に
青
年
部

員
・
女
性
部
員
の
英
知
と
総
力
を
結
集
し
、「
す
べ
て
は
会
員
の
た
め
に
」
の
商
工
会
法
立
法
時
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

地
域
が
当
面
す
る
重
要
課
題
の
解
決
に
向
け
た
決
意
を
誓
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
十
二
月
四
日
、
盛
岡

以
北
の
基
本
計
画
決
定
か
ら
三
十
八
年
、
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
は
、
本
県
の
地
域
経
済
、
観
光
、
産
業
、
雇
用
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
の
出
来
る
契
機
と
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

今
後
、
商
工
会
が
、
地
域
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
現
在
、
商
工
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
様
々
な
取
組
を
実

ら
せ
、
中
・
小
規
模
企
業
の
支
援
機
関
と
し
て
地
域
密
着
型
の
き
め
の
細
か
い
経
営
支
援
を
従
前
に
も
増
し
て
徹
底

し
、「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
商
工
会
」
と
し
て
、
新
た
な
時
代
に
向
け
て
、
会
員
や
地
域
の
方
々
か
ら
今
ま
で
以
上

に
支
持
さ
れ
る
組
織
づ
く
り
を
目
指
し
全
組
織
挙
げ
て
、
今
ま
で
以
上
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

関
係
各
位
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
、
商
工
会
会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
が
明
る
く
輝
く
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

衷
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

 

 

商工会法施行 50 周年 

商工会は 

行きます 

聞きます 

提案します 

会
場
に
は
「
が
ん
ば
ろ
う
！

東
北
」
の
横
断
幕
が
掲
げ
ら

れ
た 

移
動
研
修
・
立
山
黒
部
ア
ル
ペ

ン
ル
ー
ト 

平
成
二
十
三
年
十
月
十
三
日
（
木
）
～
十
四
日

（
金
）、
富
山
県
富
山
市
「
富
山
市
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
」

及
び
「
富
山
市
総
合
体
育
館
」
に
お
い
て
、
商
工
会

女
性
部
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、「
パ
ノ
ラ
マ 

キ
ト

キ
ト
富
山
発
！ 

素
敵
な
仲
間
と
の
出
会
い 

～
広

げ
よ
う 

伝
え
よ
う 

き
ら
め
く
明
日
へ
～
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
全
国
か
ら
二
千
三
百
余
名
が
集

ま
り
、
青
森
県
か
ら
は
二
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

今
年
度
は
商
工
会
女
性
部
全
国
組
織
化
四
十
五
周

年
と
い
う
節
目
に
あ
た
り
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
参
加

者
一
同
で
祝
う
と
と
も
に
今
後
の
女
性
部
活
動
に
対

し
て
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。 

主
張
発
表
大
会
に
お
い
て
は
、
震
災
の
影
響
で
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
が
出
場
し
な
か
っ
た
た
め
順
位
は
つ
け

な
か
っ
た
も
の
の
、
五
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
者
は
活
き

活
き
と
し
た
発
表
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。 

尚
、
記
念
表
彰
で
は
本
県
か
ら

優
良
女
性
部
四
部
、
女
性
部
功
労

者
五
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

表
彰
者
（
部
）
は
左
の
通
り
で

す
。 

 全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会 

会 

長 

表 

彰 
 

《
優
良
女
性
部
》 

つ
が
る
市
商
工
会
女
性
部 

十
和
田
湖
商
工
会
女
性
部 

風
間
浦
村
商
工
会
女
性
部 

田
子
町
商
工
会
女
性
部 

《
女
性
部
功
労
者
》 

宮
本
千
恵
子
さ
ん
（
深
浦
町
） 

塩
崎
か
つ
さ
ん
（
青
森
市
浪
岡
） 

中
山
禮
津
さ
ん
（
中
泊
町
） 

鈴
木
愛
子
さ
ん
（
お
い
ら
せ
町
） 

夏
堀
千
賀
子
さ
ん
（
南
部
町
） 

全
国
大
会
往
路
、
石
川

県
金
沢
市
の
Ｊ
Ｒ
金
沢

駅
に
お
い
て
、
今
回
で
三

回
目
と
な
る
「
気
く
ば
り

隊
」
の
県
外
活
動
を
行
い

ま
し
た
。 

本
県
各
地
域
の
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
、
焼
き

干
し
イ
ワ
シ
や
す
ご
ろ

く
飴
が
入
っ
た
袋
を
配

り
、
「
ぜ
ひ
青
森
に
来
て

下
さ
い
」
と
呼
び
か
け
Ｐ

Ｒ
を
し
ま
し
た
。 

PRを行った隊員(部員)と駅員さん 観光パンフレットと土産品で青森を PR 

全国大会に参加した女性部員 
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地
域
資
源
を
活
用
し
た 

商 

品 

開 

発 

 
 

「
み
さ
わ
ご
ぼ
う
茶
」 

地
域
資
源
で
あ
る
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
、
三

沢
市
の
「
ご
ぼ
う
」
で
す
が
、
生
産
農
家
で
は
規
格

外
品
が
多
く
出
る
た
め
収
入
が
安
定
し
な
い
と
い
う

現
状
が
あ
り
、
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
「
ご
ぼ

う
茶
」
と
し
全
国
へ
販
売
し
て
い
く
と
い
う
熱
い
想

い
で
本
年
四
月
に
起
業
し
ま
し
た
。 

今
ま
で
廃
棄
さ
れ
て
い
た
ご
ぼ
う
を
使
用
す
る
こ

と
で
農
家
さ
ん
の
収
入
の
安
定
や
、
中
心
商
店
街
の

空
き
店
舗
に
事
務
所
、
加
工
場
を
設
け
る
こ
と
で
地

域
を
元
気
に
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
貢
献
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

「
み
さ
わ
ご
ぼ
う
茶
」
は
三
沢
市
産
「
ご
ぼ
う
」
を

百
パ
ー
セ
ン
ト
使
い
、
カ
ッ
ト
作
業
や
焙
煎
、
粉
砕

に
至
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
の
工
程
を
手
作
業
で
作
っ
て

い
ま
す
。
じ
っ
く
り
丁
寧
に
焙
煎
す
る
こ
と
で
、
味

わ
い
深
く
仕
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

青
森
県
内
各
小
売
店
に
卸
販
売
、
首
都
圏
及
び
県

内
各
イ
ベ
ン
ト
に
て
試
飲
販
売
会
を
開
催
し
Ｐ
Ｒ
し

て
お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

美
容
や
健
康
志
向
の
方
は
、
一
度
ご
賞
味
下
さ
い
。 

 

【企 業 概 要】 

事業所名  株式会社 Growth 

        （グロウス） 

代表取締役  須藤 勝利 

資 本 金  100万円 

創   業  平成 23年 4月 1日 

従 業 員  8名 

住   所  三沢市大町 2-2-10 

℡及び FAX   0176-52-6317 

  URL http://aomori-growth.com 
 

[編 集 後 記] 

今年も残すところあと僅かとなりました。 

今年は、大震災による被害により県内企業

においては多難な年となりました。 

そのような中、各商工会では積極的に支援

活動に尽力され、当会報でも一部活動内容

を紹介してまいりました。 

当会報にあたっては、県連各課の編集員が

県連・県青女連活動等の題材を中心に出し

合い編集制作を行っておりますが、今後は

各地域の「活動」や「企業」、「製品」、「人

物」を積極的に紹介していきたいと思いま

すので、情報提供など皆様のご協力をお願

いいたします。（越野） 
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  平成 24年度（上期募集分） 

あおもり元気企業チャレンジ助成事業 

助成事業募集案内 

 

 

（財）２１あおもり産業総合支援センターでは、創業又は中小企業者、ＮＰＯ法人等の 

経営の革新を支援し、地域経済の活性化と雇用の創出を図るため、「あおもり元気企業 

チャレンジ助成事業」を実施しています。 

   新商品の開発や販路開拓に取り組もうとお考えの方は当センターまでご相談ください。 

 

事業対象者 県内で創業する者又は中小

企業者、ＮＰＯ法人、農事組

合法人等 

県内の商工団体、産業支援機関、

大学 

助成対象事業 調査事業、新商品･新技術・

新役務の開発、販路開拓及び

人材養成を行う事業 

普及啓発、人材育成、情報提供

及び調査研究を行う事業 

助成率等 １／２以内 

２／３以内（雇用創出あり） 

１０／１０以内 

助成限度額 ５００万円 １００万円 

助成対象経費 

 

 

 

 

①講師又は外部専門家に対する謝金・旅費 

②会議費、会場費、広告宣伝費、通信運搬費、調査費、職員旅

費、消耗品費、機器借上料、借損料等 

③原材料費 

④機械装置･工具器具備品費（汎用機器、量産用設備は対象外） 

⑤外注加工費、研究開発費、委託費（全ての業務委託は不可） 

助成期間 最長２年間 

募集時期 平成２３年１２月２７日（火）～２４年１月３１日（火） 

 

 

 

 

 

 

 

詳細や申込書は http://www.21aomori.or.jp/agc/   

  元気チャレンジ    検索  
 

お問い合わせ先： 

（財）２１あおもり産業総合支援ｾﾝﾀｰ 取引･助成課 

        〒030-0801 青森市新町二丁目 4番 1 号 

                             TEL:017-723-1040 FAX:017-721-2514 
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